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地
域
密
着
の
信
用
金
庫
は
清
掃
活
動
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
、
地
域
の
美
化
（
＝
付
加
価
値
向
上
）
に
努

め
て
い
る
が
、
万
引
に
つ
い
て
は
各
商
店
の
問
題
と
し
て
情
報
提
供
は
少
な
い
。
し
か
し
、一
つ
の
商
品
の
万
引

に
よ
る
損
失
は
、
そ
の
数
十
倍
の
商
品
を
販
売
し
な
け
れ
ば
カ
バ
ー
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
万
引
防
止
の
啓
蒙

は
、
商
店
の
経
営
支
援
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
万
引
防
止
策
は
、
既
に
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面
の
両
面
で
確
立
し
て

お
り
、
導
入
さ
れ
た
地
域
で
は
効
果
を
上
げ
て
い

る
。
そ
の
中
に
は
、
普
段
か
ら
住
民
と
仲
よ
く
な

り
、
挨
拶
を
交
わ
す
と
い
っ
た
、
す
ぐ
に
で
も
で
き

る
も
の
も
含
ま
れ
る
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
犯
罪
の
多
い
地
域
に
人
は

住
み
た
が
ら
な
い
。
犯
罪
の
未
然
防
止
は
、
商
店
の

利
益
を
守
る
だ
け
で
は
な
く
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

を
つ
く
り
、
地
域
の
付
加
価
値
向
上
に
寄
与
で
き
る

活
動
な
の
で
あ
る
。

1
万
引
犯
罪
の
現
状

　

警
察
の
万
引
統
計
に
よ
る
と
、
全
国
の
刑
法
犯

と
万
引
の
認
知
件
数
は
、
平
成
14
年
が
2
8
5
万

3
7
3
9
件
に
対
し
14
万
2
件
、
24
年
が
1
3
8

万
2
1
2
1
件
に
対
し
13
万
4
8
7
6
件
、
刑
法

犯
全
体
の
件
数
は
半
減
し
て
い
る
中
、
万
引
の
認

知
検
件
数
は
高
止
ま
り
の
状
態
が
恒
常
化
し
て
い

る
。
か
つ
て
は
万
引
と
い
え
ば
少
年
犯
罪
と
思
わ

れ
て
い
た
が
、
24
年
の
高
齢
者
の
万
引
検
挙
は
2

万
8
6
7
3
人
と
な
り
、
少
年
万
引
の
検
挙
・
補

導
人
員
2
万
5
6
4
9
人
を
超
え
る
に
至
る
。
さ
ら

に
万
引
か
ら
事
後
強
盗
に
発
展
す
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
お
り
、
治
安
対
策
上
か
ら
も
由
々
し
き
事
態

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
万
引
は
届
出
が
な
く
調

査
も
及
ば
な
い
た
め
、
統
計
に
表
れ
な
い
暗
数
が
極

端
に
多
い
犯
罪
で
あ
る
。
警
察
庁
の
推
定
で
は
被

害
額
年
間
4
6
1
4
億
円※

１ 

（
1
日
当
た
り
12
・
6
億

円
）
に
な
る
と
い
う
。
も
し
、
そ
の
損
失
を
売
価
に

上
乗
せ
し
た
と
仮
定
し
た
場
合
、
4
人
家
族
1
世

帯
当
た
り
年
間
1
万
4
7
2
6
円
を
負
担
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

　

18
年
（
2
0
0
6
年
）
5
月
28
日
か
ら
刑
法

今年7月、多くの信用金庫の店頭で掲
示いただいた「中学生の万引防止の
壁新聞」。ご協力いただきました皆様
に御礼申し上げます。
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地域社会の持続的発展に向けて 81

2
3
5
条
に
罰
金
刑
が
加
え
ら
れ
、万
引（
窃
盗
罪
）

は
、
10
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
改
正
は
、

お
金
は
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
万
引
な
ど
の
窃
盗

行
為
を
犯
す
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
対
応
し
た

も
の
で
あ
る
。
罰
金
刑
の
導
入
に
よ
っ
て
万
引
に
対

し
て
も
刑
を
科
し
や
す
く
な
っ
た
。
こ
の
改
正
後
、

高
齢
者
の
人
口
当
た
り
の
万
引
の
検
挙
数
増
加
に

歯
止
め
が
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
高
齢
者
人
口

は
増
加
し
て
い
る
た
め
、
高
齢
者
の
検
挙
件
数
は

悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

2
有
効
的
な
万
引
対
策

⃝
�

万
引
対
策
が
進
ま
な
い
原
因

　

ソ
フ
ト
面
＆
ハ
ー
ド
面
の
対
策
で
万
引
は
撃
退

で
き
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
店
は
万
引

対
策
に
悩
ん
で
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
関
係
者
間

で
情
報
共
有
が
な
さ
れ
て
い
な
い
、
ま
た
は
継
続

さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

ス
タ
ッ
フ
が
発
信
し
た
重
要
情
報
が
店
長
や
本

部
に
届
い
て
も
、
そ
れ
に
対
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

が
全
ス
タ
ッ
フ
に
さ
れ
な
け
れ
ば
長
続
き
は
し
な

い
。
万
引
対
策
は
す
ぐ
に
成
果
が
出
る
も
の
で
な

い
た
め
、
評
価
や
監
査
の
項
目
に
入
れ
、
継
続
的

な
対
策
を
講
じ
な
い
と
棚
卸
時
の
ロ
ス
改
善
な
ど

の
成
果
に
は
結
び
つ
か
な
い
。
長
期
に
わ
た
っ
て
プ

ロ
セ
ス
を
数
値
管
理
し
、
不
明
ロ
ス
率
と
の
関
連
を

調
べ
、
次
へ
の
一
手
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、

不
明
ロ
ス
率
が
逆
ロ
ス
に
な
っ
て
い
る
店
舗
や
棚
卸

ご
と
の
ロ
ス
率
の
変
動
が
激
し
い
店
舗
は
要
注
意

で
あ
る
。
対
策
面
の
数
値
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
原
因
究

明
が
不
十
分
だ
と
、
さ
ら
に
不
明
ロ
ス
が
悪
化
し

て
い
く
。

⃝
�

万
引
さ
れ
な
い
た
め
の
店
員
教
育

　

万
引
防
止
対
策
の
店
員
教
育
の
は
じ
め
の
一
歩

は
、
自
分
の
財
産
と
同
じ
考
え
で
売
場
商
品
を
扱

う
と
い
う
考
え
方
に
立
つ
こ
と
。
例
え
ば
、
書
籍

の
場
合
、
1
冊
盗
ま
れ
れ
ば
50
冊
売
ら
な
い
と
赤

字
に
な
る
。
1
0
0
円
（
売
上
）
－
78
円
（
仕
入
れ
）

－
20
円（
経
費
）＝
2
円（
純
利
益
）、 

1
0
0
円
売
っ

て
、
利
益
が
た
っ
た
2
円
だ
と
い
う
こ
と
を
意
識

す
れ
ば
、
損
失
防
止
の
対
策
は
進
む
。

　

昨
年
、「
万
引
き
防
止
対
策
モ
デ
ル
店
舗※

２

」
に
認

定
さ
れ
た
都
内
の
書
店
で
は
、
具
体
的
対
策
と
し

て
、
挨
拶
の
励
行
を
徹
底
さ
せ
た
。
相
手
の
顔
を

見
て
挨
拶
を
す
る
こ
と
で
、
相
手
に
万
引
で
き
な

い
店
と
思
わ
せ
た
の
だ
。
笑
顔
づ
く
り
を
含
む
挨

拶
を
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
全
ス
タ
ッ
フ
が
励
行
す

る
こ
と
で
、
不
明
ロ
ス
率
を
6
分
の
1
に
下
げ
る

こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
よ
う
に
ソ
フ
ト
面
の
対
策

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
店
舗
は
、
ハ
ー
ド
面
で
あ
る

Ｅ
Ａ
Ｓ※

３

や
カ
メ
ラ
な
ど
の
万
引
防
止
シ
ス
テ
ム
も

う
ま
く
使
い
こ
な
し
て
い
る
。

　

万
引
被
疑
者
に
「
何
が
あ
っ
た
ら
万
引
を
諦
め

た
か
」
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
店
員
の
声
か
け

（
33
・
6
％
）、
警
備
の
巡
回
（
23
・
8
％
）、
防
犯

カ
メ
ラ
（
13
・
4
％
）
と
回
答
が
上
位
に
あ
っ
た
。

い
ず
れ
も
「
顔
を
見
ら
れ
た
」
と
い
う
視
認
性
に
関

す
る
内
容
だ
。
犯
罪
機
会
論
は
、
こ
の
よ
う
な
実

際
の
調
査
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
考
案
さ
れ
て
い
る
。

⃝
�

犯
罪
す
る
機
会
を
な
く
す
た
め
の
犯
罪
機
会
論

　

犯
罪
に
強
い
要
素
を
別
掲
1
に
示
す
。
抵
抗
性

と
領
域
性
と
監
視
性
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
犯
罪

機
会
は
少
な
く
な
る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、

犯
罪
に
強
い
状
況
は
ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面
の
相

乗
効
果
で
つ
く
り
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
例

え
ば
ど
ん
な
に
縄
張
り
意
識
が
強
く
て
も
、
境
界

が
示
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
犯
罪
者
に
侵
入
さ
れ
、

逆
に
死
角
が
な
く
て
も
、
見
よ
う
と
し
な
け
れ
ば

犯
罪
者
を
発
見
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
犯
罪

機
会
論
は
人
格
を
変
え
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、

状
況
を
変
え
よ
う
と
す
る
考
え
方
だ
。
こ
の
う
ち

抵
抗
性
を
高
め
る
工
夫
は
、
管
理
タ
グ
の
取
り
付

け
徹
底
、
整
理
整
頓
（
商
品
の
空
き
を
早
く
発
見

が
で
き
る
）、
什
器
下
の
ス
ト
ッ
ク
を
施
錠
す
る
、

社
員
通
用
口
の
入
退
室
管
理
を
設
け
る
な
ど
を
す

れ
ば
、
標
的
が
強
固
に
な
り
恒
常
性
が
高
ま
る
。　

　

も
っ
と
も
、
ハ
ー
ド
面
で
恒
常
性
を
高
め
て
も
ソ

フ
ト
面
で
の
管
理
意
識
が
低
け
れ
ば
、
抵
抗
性
が

高
い
と
は
い
え
な
い
。
例
え
ば
、
管
理
タ
グ
を
取
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り
つ
け
忘
れ
た
り
、
鍵
を
置
き
忘
れ
た
り
す
れ
ば

犯
罪
者
の
標
的
に
さ
れ
る
。
逆
に
管
理
者
意
識
が

高
け
れ
ば
抵
抗
性
が
高
ま
る
。
例
え
ば
、
自
己
管

理
に
よ
っ
て
注
意
力
を
維
持
し
て
い
る
人
は
、
見
過

ご
し
が
ち
な
些
細
な
こ
と
か
ら
危
険
を
察
知
す
る
。

犯
罪
を
回
避
す
る
能
力
も
高
い
の
で
、
犯
罪
者
の

標
的
に
は
な
り
に
く
い
。
違
う
コ
ー
ナ
ー
の
商
品

が
ま
と
ま
っ
て
死
角
に
置
か
れ
て
い
る
だ
け
で
、
万

引
行
為
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
察
知
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
抵
抗
性
を
高
め
る
工
夫
は
、
物
や

人
に
対
し
て
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

領
域
性
と
監
視
性
を
高
め
る
工
夫
は
、
場
所
に
対

し
て
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
犯
罪
者
は
物
理
的
・

心
理
的
な
バ
リ
ア
（
障
壁
）
に
よ
っ
て
領
域
性
を
高

め
ら
れ
た
場
所
へ
は
接
近
を
躊
躇
・
断
念
す
る
可

能
性
が
高
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
抵
抗
性
と
領
域

性
と
監
視
性
の
う
ち
、
ハ
ー
ド
面
を
重
視
す
る
手

法
が
防
犯
環
境
設
計
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

ソ
フ
ト
面
を
重
視
す
る
の
が
「
割
れ
窓
理
論
」
で

あ
る
。
多
く
の
警
察
本
部
で
制
作
さ
れ
て
い
る
「
万

引
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
や
「
万
引
防
止
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
表
」
は
こ
れ
ら
の
理
論
に
裏
打
ち
さ
れ
て

い
る
の
で
、ぜ
ひ
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。（
万

防
機
構
の
H‌

P
で
閲
覧
が
可
能
）。

⃝

設
計
段
階
か
ら
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

　

～
三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
死
角
を
精
査
す
る

　

万
引
が
多
発
す
る
店
舗
レ
イ
ア
ウ
ト
に
は
、
死

角
が
多
い
。
レ
イ
ア
ウ
ト
の
問
題
は
、
本
社
の
店

舗
企
画
・
演
出
担
当
者
が
販
売
促
進
の
視
点
だ
け

で
売
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
し
て
い
る
こ
と
に
起
因

す
る
。
関
係
者
間
で
情
報
共
有
が
さ
れ
て
い
な
い

と
、
い
つ
ま
で
も
死
角
の
多
い
店
舗
が
増
産
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
商
業
雑
誌
の
店
舗
演
出
の
写
真
事

例
は
、
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
万
引
対
策
が

考
慮
さ
れ
て
い
な
い
の
で
要
注
意
で
あ
る
。
最
近
は

三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
え
ば
設
計
段
階
の
バ
ー
チ
ャ

ル
売
場
が
再
現
で
き
る
の
で
、
防
犯
上
の
弱
点
が

な
い
か
、
社
内
の
防
犯
専
任
担
当
や
社
外
の
専
門

家
を
入
れ
て
打
ち
合
わ
せ
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。

3
万
引
対
策
に
躊
躇
す
る
要
因

　

ど
の
企
業
も
万
引
に
対
し
て
改
善
の
意
欲
が
あ

る
も
の
の
、
挨
拶
な
ど
の
接
客
面
や
管
理
面
レ
ベ

ル
等
の
企
業
内
部
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
、
ま
ず

は
そ
の
内
部
の
課
題
が
改
善
で
き
て
な
い
う
ち
は
、

〝
お
客
さ
ま
を
疑
う
〟
よ
う
な
外
部
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
は
積
極
的
に
行
え
な
い
と
、
躊
躇
す
る
。
そ
れ

を
払
拭
す
る
の
は
関
係
者
の
対
話
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
警
察
官
の
店
内
巡
回
は
、
大
事
件
が

起
こ
っ
て
い
る
よ
う
で
イ
メ
ー
ジ
が
悪
い
と
い
う

百
貨
店
が
あ
っ
た
が
、
他
の
百
貨
店
で
実
施
し
て

お
客
さ
ま
の
評
判
も
よ
か
っ
た
と
聞
き
、
実
施
を

決
定
し
た
。
Ｅ
Ａ
Ｓ
は
顧
客
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
が

悪
い
と
敬
遠
す
る
小
売
業
も
多
い
が
、
青
少
年
や

保
護
者
に
「
有
効
な
万
引
防
止
策
」
の
ア
ン
ケ
ー

犯罪に強い要素 ハードな
要素

ソフトな
要素

標　的
抵抗性
…犯罪者から加わる
力を押し返そうとす
ること

恒常性
…一定不変なこ
と

管理者意識
…望ましい状態
を維持しようと
思うこと

場　所
（領域）

領域性
…犯罪者の力が及ば
ない範囲を明確にす
ること

区画性
…区切られてい
ること

縄張意識
…侵入は許さな
いと思うこと

監視性
…犯罪者の行動を把
握できること

視認性
（無視覚性）
…見通しがきか
ない場所がない
こと

当事者意識
…自分自身の問
題としてとらえ
ること

①抵抗性
抵抗性とは、犯罪者から加わる力を押し返そうとすること
であり、ハード面の恒常性（一定不変なこと）とソフト面の
管理者意識（望ましい状態を維持しようと思うこと）があ
る。

②領域性
領域性とは、犯罪者の力が及ばない範囲を明確にするこ
とであり、ハード面の区画性（区切られていること）とソ
フト面の縄張意識（侵入は許さないと思うこと）がある。 

③監視性
監視性とは、犯罪者の行動を把握できることであり、
ハード面の視認性（見通しのきかない場所がないこと）
とソフト面の当事者意識（自分自身の問題としてとらえ
ること）がある。

平成17年6月日本万引防止システム協会通常総
会での立正大学小宮信夫教授講演より

別掲1　〈犯罪に強い 3要素〉　
犯行の意図があっても機会（チャンス）がなければ犯
罪は起きない。万引が起こった時、その要因をこの 3
要素に当てはめ、より明確で妥当性ある分析を
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Ｅ
Ａ
Ｓ
に
よ
り
万

引
を
顕
在
化
さ
せ

る
、
ロ
ス
削
減
を
図

る
と
い
う
新
し
い
手

法
は
、
欧
米
の
経
営

者
に
と
っ
て
極
め
て

合
理
的
で
有
効
な
経

営
改
善
手
段
と
し
て

認
知
さ
れ
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
進
ん
だ
。

さ
ら
な
る
有
効
活
用

と
効
率
化
を
進
め
る

た
め
に
、
管
理
タ
グ

を
商
品
の
製
造
や
梱

包
、
ま
た
は
物
流
段

階
で
商
品
に
装
填
・

内
蔵
す
る
さ
せ
る

ソ
ー
ス
タ
ギ
ン
グ
と

い
う
仕
組
み
が
Ｃ
Ｄ

／
Ｄ
Ｖ
Ｄ
／
ゲ
ー
ム

ソ
フ
ト
、
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
用
品
、
家
電

品
、
医
薬
品
、
化
粧

品
、
衣
料
品
等
で
１

９
９
０
年
代
か
ら
導

入
が
進
み
、
小
売
業
の
み
な
ら
ず
製
・
配
・
販
が
一

体
と
な
っ
て
、
流
通
ロ
ス
が
飛
躍
的
に
改
善
し
た
。

現
在
、
米
国
で
は
管
理
タ
グ
が
装
着
さ
れ
て
い
る

ト
を
す
る
と
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
は
期
待
度
が
高
い
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
れ
が
別
掲
２
の
二
例
で
あ
る
。

　

参
考
と
し
て
、
商
店
主
側
の
意
見
と
し
て
「
商

店
街
に
お
け
る
万
引
に
関
す
る
調
査※

４

」
で
、
万
引

防
止
対
策
と
し
て
「
実
施
し
て
い
る
こ
と
」
は
「
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
」（
67
・
5
％
）、「
お
店
の
人
や

巡
回
警
備
員
が
声
を
か
け
る
」（
55
・
0
％
）、「
万

引
防
止
の
た
め
の
店
内
レ
イ
ア
ウ
ト
の
工
夫
」

（
55
・
0
％
）、「
防
犯
ミ
ラ
ー
」（
50
・
0
％
）
が

高
い
。

　

一
方
、「
実
施
意
向
は
な
い
」
の
回
答
が
高
い
項

目
は
、「
保
安
警
備
員
の
採
用
」
が
非
常
に
高
く

（
74
・
2
％
）、
次
い
で
「
万
引
防
止
用
の
タ
グ
と

万
引
防
止
機
（
Ｅ
Ａ
Ｓ
）
の
導
入
」（
51
・
7
％
）

も
半
数
を
超
え
る
。
中
高
生
や
親
が
望
む
防
止
策

と
は
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
る
。

4
画
期
的
な
ソ
ー
ス
タ
ギ
ン
グ

⃝事例 1
　万防機構が実施した「第8回万引に関する全国青少年意識調査※」では、
中学生･高校生が効果的だと思う店舗の万引対策では、「万引防止機（EAS）
の設置」が最も高い（中32.8％、高34.8％）。次いで、「監視カメラやミラー
の設置」（中24.0％、高22.5％）、「挨拶、声かけ」（中22.4％、高20.7％）、「警
備員の巡回」（中9.3％、高9.0％）、「万引対策店であることのアピール」（中
7.7％、高8.2％）という順である。
※第8回万引に関する全国青少年意識調査（H24年実施）。N＝中学校2年 4218票 、高校2年 4971票

⃝事例 2
　母親が、小中高生に万引をさせないために商店に最も行ってほしい対策
では、回答の1位が「お店の人や巡回警備員が話しかけるなど声をかける」、
2位は「万引防止用のタグと万引防止機（EAS）の導入」、3位は「『こんに
ちは』『いらっしゃい』など声掛かけをしてほしい」であった※。
※「商店街における万引きに関する調査」　東京都民・商店の実態・意識調査結果報告書より　N＝120

別掲 ２

消費者
快適な買物

万引被害分の負担を
しなくてよい

行政
犯罪を起こさせない
住みよいまちづくり
税収増加

小売店
万引を起こさせない
売場の提供
売上アップ
収益の改善

メーカー
企業の社会的責任
企業イメージの向上

青少年の健全育成
高齢者の犯罪防止
規範意識向上と安心・安全づくりの

社会的インフラ

手に取り、
商品の内容、
注意書きを
確認できる

ソースタギングの役割
 万引犯罪を起こさせない社会をつくる重要なソリューションです

写真提供：日本万引防止システム協会 ソースタギング推進委員会
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者
か
ら
言
い
が
か
り
を
つ
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
、防
犯
関
係
の
放
送
や
ポ
ス
タ
ー
は
、警
察
、

防
犯
協
会
、
商
店
街
の
名
前
で
行
う
の
が
よ
い
が
、

そ
れ
に
は
事
前
に
許
可
が
必
要
で
あ
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、
地
域
の
防
犯
連
絡
会
や
万
引
防
止
連
絡
会

に
積
極
的
に
参
加
し
、
情
報
共
有
し
て
お
く
こ
と

が
重
要
な
の
だ
。

　

認
知
症
の
方
や
窃
盗
癖
の
対
応
に
関
し
て
も
、

専
門
に
対
応
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
医
療
機

関
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
方
々
と
の
連
携
も
重

要
で
あ
る
。
店
舗
だ
け
で
悩
ま
ず
、
警
察
や
複
数

の
関
係
者
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
当

機
構
の
Ｈ
Ｐ
に
も
、
各
地
の
取
り
組
み
事
例
等
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
す
る
。

⃝

万
引
全
件
届
出
の
徹
底

　
「
万
引
全
件
届
出
」
が
、
平
成
22
年
10
月
か
ら
全

国
で
開
始
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
届
出
書
類
も
簡
素

化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
を
知

ら
な
い
店
舗
が
過
半
数
近
く
あ
る
。
店
側
の
説
諭

だ
け
で
済
ま
せ
て
し
ま
っ
て
は
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
全
件
届
出

の
徹
底
を
お
願
い
し
た
い
。
警
察
ま
た
は
司
法
で
、

「
二
度
と
万
引
は
犯
す
ま
い
」
と
当
人
が
決
意
す
る

感
銘
力
の
あ
る
措
置
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
再
犯
防

止
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

⃝

防
犯
の
情
報
共
有
の
目
的
は
対
策
の
継
続

　

例
え
ば
、
不
審
者
を
見
つ
け
て
も
店
長
に
報
告

し
な
い
従
業
員
か
ら
そ
の
理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
店
長
や
副
店
長
に
万
引
犯
の
こ
と
を
話
し
ま
し
た

が
、
煩
わ
し
い
こ
と
は
ご
め
ん
だ
と
受
け
止
め
て
く

れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
自
分
も
作
業
を
優

先
す
る
こ
と
に
し
た
」
と
い
う
。
効
率
化
や
生
産

性
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
店
舗
で
、
こ
の
よ
う

な
ケ
ー
ス
は
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
万
引
犯
や

強
盗
へ
の
対
応
を
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
に

不
慮
の
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

忙
し
く
て
朝
礼
を
行
う
時
間
が
な
い
の
な
ら
、

連
絡
ノ
ー
ト
を
作
り
、「
気
に
な
る
こ
と
」
や
疑
問

を
書
い
て
も
ら
う
な
ど
の
対
応
策
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
店
長
や
リ
ー
ダ
ー
が
率
先
し
て
コ
メ
ン
ト

を
返
信
す
る
こ
と
で
、そ
の
ノ
ー
ト
は
継
続
さ
れ
る
。

時
に
は
本
部
の
担
当
者
や
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
も

コ
メ
ン
ト
を
返
す
と
よ
い
。
情
報
共
有
は
責
任
者

と
ス
タ
ッ
フ
、
本
社
と
店
舗
の
双
方
向
の
伝
達
が

あ
っ
て
初
め
て
継
続
さ
れ
る
。
情
報
共
有
の
目
的

は
対
策
の
継
続
な
の
だ
か
ら
。

⃝

様
々
な
お
客
さ
ま
に
対
応
す
る
に
は

　
「
警
備
員
が
巡
回
し
て
お
り
ま
す
」
と
店
内
放
送

を
し
た
り
、警
備
員
が
店
頭
に
立
っ
て
い
る
だ
け
で
、

「
お
客
を
疑
っ
て
い
る
の
か
？
」
と
投
書
を
受
け
る

こ
と
が
あ
る
。そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
匿
名
で
あ
る
。

自
社
の
方
針
だ
け
で
は
ク
レ
ー
マ
ー
や
犯
罪
企
図

商
品
の
4
割
以
上
が
ソ
ー
ス
タ
ギ
ン
グ
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

　

店
舗
規
模
の
拡
大
や
取
り
扱
い
ア
イ
テ
ム
の
増

加
に
伴
い
、
店
舗
で
の
タ
グ
装
着
は
時
間
的
に
も

コ
ス
ト
的
に
も
負
担
が
増
大
し
て
い
る
。
ソ
ー
ス
タ

ギ
ン
グ
は
、
万
引
防
止
と
オ
ー
プ
ン
陳
列
に
よ
る

売
上
の
増
加
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
来
店
客
の

快
適
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
環
境
を
つ
く
り
出
す
社
会

の
イ
ン
フ
ラ
に
な
る
。
海
外
で
は
既
に
多
く
の
メ
ー

カ
ー
が
ソ
ー
ス
タ
ギ
ン
グ
を
実
践
し
て
い
る
。
そ
れ

は
オ
ー
プ
ン
陳
列
に
よ
る
売
上
の
増
加
な
ど
の
効

果
が
出
る
か
ら
で
あ
る
。

　

多
く
の
商
品
に
タ
グ
が
内
蔵
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
こ
れ
が
日
本
で
一
般
化
す
れ
ば
、
万
引
犯
は
外

見
か
ら
タ
グ
づ
け
の
有
無
を
確
認
で
き
な
く
な
り
、

出
来
心
的
な
万
引
犯
罪
を
大
幅
に
削
減
で
き
る
。

さ
ら
に
、
店
で
は
タ
グ
づ
け
作
業
が
軽
減
さ
れ
る

こ
と
で
、
接
客
や
品
出
し
、
清
掃
な
ど
顧
客
満
足

を
高
め
る
作
業
に
時
間
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
万
引
に
よ
る
ロ
ス
が
低
減
さ
れ
た
分
を
、
値

引
き
や
商
品
開
発
、
店
内
改
装
に
使
う
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
ソ
ー
ス
タ
ギ
ン
グ
は

万
引
犯
罪
を
減
ら
し
、
地
域
社
会
の
健
全
化
に
貢

献
す
る
。

 

5
個
人
や
個
店
で
抱
え
込
ま
な
い



37「信用金庫」2013・11

地域社会の持続的発展に向けて 81

6
人
々
の
関
心
の
高
ま
り
を
希
求

　
「
万
引
」
と
い
う
言
葉
に
「
少
年
期
の
一
過
性
の

犯
罪
」
と
い
っ
た
軽
い
印
象
が
あ
る
た
め
、
膨
大
な

被
害
額
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
か
な
か
改
善
さ
れ

な
い
。
タ
レ
ン
ト
が
万
引
を
武
勇
伝
と
し
て
語
り
、

経
営
者
が
「
万
引
さ
れ
る
よ
う
な
繁
盛
店
が
良
い

店
」
と
口
走
っ
て
し
ま
う
背
景
に
は
、
万
引
が
軽

微
な
犯
罪
だ
と
い
う
誤
っ
た
認
識
が
あ
る
。
店
舗

が
倒
産
す
る
、
部
員
の
一
人
が
万
引
し
た
た
め
に
甲

子
園
に
出
場
で
き
な
い
な
ど
、
万
引
は
人
生
を
大

き
く
変
え
て
し
ま
う
犯
罪
で
あ
る
。

　

目
に
は
見
え
な
い
が
、
大
切
な
財
産
で
あ
る
絆
、

そ
し
て
、
規
範
意
識
を
守
る
た
め
の
絶
対
防
衛
ラ

イ
ン
が
ま
さ
に
万
引
対
策
で
あ
る
。「
万
引
は
こ
の

社
会
の
規
範
意
識
を
奪
う
犯
罪
」
で
あ
る
と
い
う

認
識
を
一 
人
ひ
と
り
が
持
つ
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
報
道
機
関
・
地
元
メ
デ
ィ
ア
の
協
力

が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
テ
レ
ビ
で
流
れ
て
い
る
よ

う
な
万
引
G
メ
ン
の
特
番
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

万
引
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
ま
た
、
職
場
体
験
や
非

行
防
止
の
ド
ラ
マ
、
更
生
や
社
会
復
帰
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
の
放
映
な
ど
。
さ
ら
に
は
街
角
で
流
れ

る
万
引
防
止
ソ
ン
グ
な
ど
の
継
続
的
な
広
報
が
必

要
な
の
だ
。
そ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、
身
近
な
人
々

の
関
心
が
高
ま
る
こ
と
を
希
求
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
万
引
犯
罪
に
対
す

る
考
え
方
・
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
新
た
な
視
点

が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
万
引
対
策
を
な
お
ざ
り

に
し
て
い
て
は
、
地
域
や
産
業
が
ダ
メ
に
な
る
。
そ

の
こ
と
に
気
づ
い
た
地
域
や
業
界
か
ら
、
新
た
な

視
点
が
広
が
っ
て
い
る
。

【
参
考
】

全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構
H‌

P　

http://w
w

w
.m

anboukikou.jp

【
注
】

※
１ 

２
０
０
９
年
に
経
済
産
業
省
が
発
表
し
た
「
商
業
統
計
」
に

よ
る
と
、
対
象
と
な
る
小
売
業
事
業
所
の
年
間
売
上
高
は
98

兆
2
0
4
4
億
5
1
0
0
万
円
。
全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構

が
調
査
し
た
０
９
年
度
の
資
産
ロ
ス
率
は
0.
94
％
、
不
明
ロ

ス
高
に
お
け
る
万
引
被
害
の
割
合
が
約
50
％
だ
っ
た
こ
と
か

ら
推
定
。

※
２ 

平
成
21
年
12
月
か
ら
、
警
視
庁
、
東
京
都
、
小
売
流
通
関
係

団
体
等
が
連
携
し
て
「
東
京
万
引
き
防
止
官
民
合
同
会
議
」

を
開
催
。
そ
の
一
環
と
し
て
「
万
引
き
防
止
の
た
め
の
防
犯

責
任
者
養
成
講
座
」
や
、「
万
引
き
防
止
対
策
モ
デ
ル
店
舗
」

の
認
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
警
視
庁
Ｈ
Ｐ
の
「
東

京
万
引
き
防
止
官
民
合
同
会
議
の
取
組
」
参
照

　
　

http://w
w

w
.keishicho.m

etro.tokyo.jp/seian/
m

anbiki_pos/m
anbiki_torikum

i.htm

※
３ 

Ｅ
Ａ
Ｓ
と
はElectronic A

rticle Surveillance

の
略
で
、

電
子
的
商
品
監
視
と
い
う
意
味
。
機
能
と
し
て
は
、
商
品
に

専
用
の
管
理
タ
グ
を
取
り
付
け
、
精
算
レ
ジ
に
て
正
規
に
代

金
を
支
払
え
ば
、
そ
の
場
で
タ
グ
を
取
り
は
ず
す
か
、
タ
グ

を
不
活
性
化
す
る
処
理
を
行
う
。
不
正
に
商
品
を
持
ち
出
そ

う
と
す
れ
ば
、
未
処
理
の
タ
グ
を
検
知
し
て
警
報
音
を
鳴
ら

す
な
ど
し
て
、
異
常
を
管
理
者
に
知
ら
せ
る
。
レ
ン
タ
ル
ビ

デ
オ
店
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
家
電
量
販
店
な
ど
の
様
々
な

業
態
の
小
売
店
や
図
書
館
な
ど
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

※
４ 「
商
店
街
に
お
け
る
万
引
き
に
関
す
る
調
査
」

東
京
都
民
・
商
店
の
実
態
・
意
識
調
査
結
果
報
告
書
よ
り
。

N‌

＝
１
２
０

官民一体での「万引撲滅キャンペーン」に、高校生も売り場点検

〈万引対策の新たな視点〉

基本認識  新たな視点
店舗でのレイアウト対策        ⇒ 設計段階からの死角対策
店舗でのタグ付け作業 ⇒ 製造段階からのソースタギング
利益改善　 ⇒ 規範意識向上のための社会奉仕活動
万引犯ＶＳ店員    ⇒ 万引犯ＶＳ社会総ぐるみ
寛大な対処と諦め ⇒ 不正を正すことを諦めない
応酬的正義 ⇒ 修復的(対話型）正義
疑わしきは罰せず　　　　　　　　　　　⇒ 疑わしきは迷惑行為
司法判断 ⇒ 社会＆業界ルール
加害者人権の重視  ⇒ 被害者人権の尊重
捜査活動 ⇒ 社会安全対策

〈新たな視点の事例〉

福岡県や岩手県の事例　http://www.manboukikou.jp/html/74.pdf
埼玉県や香川県の事例　http://www.manboukikou.jp/pdf/110.pdf


